
 

 

新型転換炉「ふげん」発電所の経緯及び運転実績  
 

 (1)これまでの経緯 

  昭和４３年 8 月１８日 新型転換炉原型炉の建設候補地を日本原子力発電㈱敦賀発 

              電所の敷地内に決定。 

昭和４５年 ３月 ２日 原子炉設置許可申請 

昭和４５年 ４月 ８日 名称を「ふげん」と発表 

  昭和４５年１１月３０日 原子炉設置許可 

  昭和４５年１２月 １日 建設着工 

  昭和５３年 ３月２０日 最小臨界（22 体の MOX 燃料による。全燃料装荷炉心によ 

              る初臨界 5/9） 

昭和５３年 ７月２９日 初併入 

  昭和５４年 ３月２０日 本格運転開始 

昭和５６年 ９月 ７日 わが国初の国産 MOX 燃料を装荷（発電再開 10/10） 

昭和５９年 ５月１１日 軽水炉燃料から回収したウランを使用した MOX 燃料集合体

4体を装荷（発電再開 6/28） 

昭和６３年 ５月３１日 「ふげん」核燃料サイクルの輪を完結（ふげん使用済 MOX

燃料から回収したプルトニウムの装荷、発電再開 6/27） 

平成 元年１２月１８日 総発電電力量１００億 kWh 達成 

平成１２年 ５月 ５日 総発電電力量２００億 kWh 達成 

平成１５年 ３月２９日 運転終了（予定） 

 

(2)総発電電力量  約２１９億 kWh（平成１５年３月） 

(3)発電時間    約 134,437 時間 

(4)設備利用率   約６２％ 

           

参考 


